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成本

る作察

すで警

施ュ

原

府
政上

た
れ長

さ部

。

も

達
調

告 有
り
示
。 線る 内得

共体在務北

消が業所庶

費庶道

税同消地部海

費

等課別

の業税務江

等企
事場除文

税の免市

課体
者東

者で業台

業合事京

あっ申町

であ
るて出

数札、

端入ず

か、書番

っ

る加も

あ参積

がに見
は約

は者契

きるた

とす
端費の

の消額

そ、金

、
数税
金等

札務制

入落財の

アイ格

の則の

説者規限

札交交

都

に美

書決第範

明付付

る
す男

関
入税入以第

エアイ

開入札入下

札

条 以 札保札
証令 保に 下 札に証保政

参金

札入入開

北電入
アイウ

号行札札札

道番執

海話

税の提

免そを地
察の

警

業成す

事構出
アイ
査納約海

指入財検契北

規本に入条道

札 名務日

参 れ則国応す項札

に さ

額に分
る」内じるを幌

を係の

切る
が

平格道
資
アイ

り課に
有行

成を

囲

年すう

の場方定

内
最 に 付所法法で 条 交方

北北電アの い 関低 お に

格 準 る海海話の価 て す

警号所を 用 事道道番場

る 幌察でも す 項札

交っ 財 市本

す入 務 中部－付て
規 央総

お

のとい 証消 日加を金」

時金よ付納いて 費 し納
の。用 等 うす付う準 税
と イすこ免）す 」 とる

財 い にると除第る
務 う 同者。、

） 。、付条規 。 じは納

第 相 そ方の則

当 の法に

額 者等お

場場日場 本

及所時所

部－所

総

び

部日 － 務

時北会中平ア 会

海場央成に
同

計
課道区

。 線札郵北年じ 内

幌送２

市に条月

中よ西

にら物示市

加

央る７日

めいおれ品す中

し たと

区

う にういるに場央

よ

と要北

と 必。てこ必所

な第契。と２

す 要）、
約す条

る
者 要

担る西

地丁 の 、当生７ 条 は 件

の供 準 海等の目 基 北者

名

北る指

基 財求給 に 道

示入

告。争

道と競

海こ
に

第札

成名

平指

はる

又す

号関
を

る札

北部。 －則 区務

第有 ２会

効 条計

札 線 ７第入 内 西課条な
項に

丁１

目

の限
りた
よし

に）
定。

規る

て 含 見、か い を のは条
用 。 も方第 準 む 積地ら

） っ自す

契法る条 の た治
政ま 約施

額令 の第の 金行 分令で
定 ５め

と 費和の 相る 消昭条 に

７ 当

は前

北合目午

区場丁

税

西郵海時

条、北９

２
７便道

目号察

丁番警分
本郵
部送 北

務よ

海－総に

道

部る 警

くに受 務づめを

察会場

北れ のりら 則次よけ 規
に道こ 和件海る 昭要
警と

職 海すの 北当察。 年該

停

立 則との 規こ員 道る

い

告て

道れ

海さ

北止

年
号こ

９い

第な

示

八にと

二

落
めを

定者

る
す
定

規。

こ

価と
定者

予札
た に び政び るろ 及年及 す

る 方第務 以よ 地令財 額

規 上。 消

は

本北計合

。

費の号則

階札必

１道）、

部海課

会 第。

札市）

入幌着

い 品
物

下、
に 以

下 。

の 号

の
入

購
の



カキク

平 日ここ詳

成 本のの細

十 語入入は

四 及札札、

年 び及の入

九 日び執札

北 海

エオ

落者約名所約

分業契契

札でにの

の
者あ関手

かるに 相とるす続 に在

な

道 公 報

イウ

り

開のは入す切係

者又
金額捨
る 札しこ札落る

入公額をて
課 札 のたの

定 に札示等加た
税 決 時

業 に お、にに算金
事

第

け

入こ類まな提

書じ

ア
に入を、れ出

札の等た

に成出な場

参札平提ば
しら

加
し参

号

の 作
書

。約
る契要そ

す
要

の
成

月 本契行説

十 国約は明

日 通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

火 続。
の

曜 停
止

日 等
が

務い すっを事称地お 当

電使 金者しをて るた申

海海話用 額は出担北北

こす道道番す を、る当

札札とる警札号る 入落
決。組察幌言
語 書定織本市

び 記後の部中－及 に
速名総央

通 載

及部北貨 す－ や称務区

か

）
者 当 い財定係し額

る

消金を
で た て務めるた

則入費額も
あ っ 、規る

か は の第札税っ
る て １

に等当て免 、

関の該落

札 規す取金札 条税 入 に
お業 書 定る扱額価 に事

１と い者 に す条いに格

載 資に円す てで 記 る件
用る さ 格違未る 準あ

書い

よ加年たな所

うし

等北北電

とよ月類。

すう

道道番

ると日に海海話

るでし札警号

者すま関

要者に契幌察

に
求は、約市本

さ、次担中部－

れ１の当央総

等北部－ るの場者区務

所 義

否他

有
り
得
る
。

にび会２ こ

内 費在課西 と消所計条

等丁線 税地７ 。
の目

課

反満の

る
あ
で
者
業
事
税

を た 有しので すか れ を

数入 財問 金 した端、 る

に い札が札 務わ 額 な入

参 則、 当 者はあに 規ず

し無と加 第見 該 若、る

積 金 効きすも 額 く

す、者っ の は条とはる

指各た 名号るそは
消 の約 さに。の、 分契

れ掲端

務のにか２会

及出説西課

ア提ら条計

イなを丁線 びし明７内

にけ求目

示れめ
場

項らた

事なれ

すばら

て、

い。は

つい合

にな

海話札入入

北電入
アイ

察の

警号行札札

道番執

事
税
免
か

海

指入と検契北

こアイ
入条道

札 名。日査納約

れ国応す項札

に さ本に

費 ５金
る内じるを幌

参

の いる金税 に額 てげ数

な入額等 相

い札当をに
格道

入次資

イウエアイ

い成をが

調納納札の平
有行

達に

を入入参ず

明れ

証そ

す加れ年すう

２

る応

すに
警ア

官札調警

察入
に達察

男付を官

性すす

場場日 本

及所時

部－所

総

び

部日 － 務

時北会中平 会

海場央成 計
課道区

線札郵北年 内

幌送２

市に条月

中よ西

にら物示市

加

央る７日

央

よ めおれ品す中

し た

こ必所区

う にいるに場
２

す 要、と要北

と 必て

者 要約す条

る な契。と

丁

、当生７

は 件担る西

規の供

務等の目

財者地

期場すに北る指

則求給

道と競

物るも海こ名

る

に当告。争

品日所者該
要る第札

の必す示入

等

に

仕平契

様成約なこ

担資と号関 等

者はる

年当格。又す

が成名

入月等平指

札

を 説日指

）るる男

用事物性

冬項品）

ワ等用

イの冬

シ名ワ

ャ称イ

ツ及シ

のびャ

入数ツ

札量

２は前

北合目午

区場丁

西郵海時

条、北９

７便道

目号察

丁番警分
本郵

八 部送 北

三

務よ

海－総に

道

部る 警

に受

第めを

察会場

よけ

準

海る 基

北れ の

りら 条

の づ

察。 基

警と に

道こ

年停

立 要

の の

員 次

職 く

にる海さ

書す北止

明定

示い

る所告て

よ場道れ
。

にと

号こ

９い

第な

。

る
す

定
規

着

）、

部海課は

本北計合

市）

入幌着

階札必

１道

す

下 当

の 該

い に

会 件

札 の
入
購

の
品

物

る、
に



イウ

るり

開のは入す切

者又
たの金額捨

札しこ札落

た

決 時入公額をて

札 の

にに算金

定 に札示等加
に お、

北 海

入こ類まな提

そ書じ

ア
入を、れ出

札の等たけ
出な場

参札平提ば のに

しら

加に成

し参

道 公 報

約

落財のる契要

イ格す
作

者規限書

交札務制。
囲の

決第範成

付の則の

方定

内要 方

第

定札交

む第の入

アイア

入。入

め説

保 にのる明付 条 札 札）

と書 の
７ 証 参

この場

の しろ交 分及 金 加

号

入

ウエ

平

札

開開
成
十保 札札
四
年証 場日

九

るた）

当 い財定係し額

、規る消金を

た て務め

っ

て 電２則入費額も

っ
は 話の第札税
に等当て 、 番

関の該落

札 規す取金札 条入 号に
に 定る扱額価 お書

１と いに －す条いに格

る件 て記

資に円す

用さ 格違未る －準載

書い

他よ加年たな所

うし

等北北

とよ月類。

すう
ま関道道

ると日に海海
幌察

にるでし札警

者す
求は、約市本

要者に契
の当央総

さ、次担中部
北部

るの場者区務

れ２
所等

低 お最 に 法法で否 条

義

格 準 話の価 て 電アの い
る でも す 号所を 用 番場
交っ 財

す入 務 －付て
規 る札

。 －則
第

に ５財 納 よに付所 のび
規 の とる関 に務 付 うよ

海 当則 免 す。す北北 相
者事道道 す第 除 るる海

、

項札警 る納 は

に市本 以付 、条幌察 額

総 の法 のお中部 上方 そ

は のて区務 入等 者い央

保、 見準北部 札
月所時金

十
日

じじ
同同

にに
アイ

火。。

曜

日

を反満の すれ

有しので
入 内財金 した端、 るた

い札が札 線務額 な入数

者はあに 規に

則当 若、る参 第該
金 し無と加

効きす 額 く
各す、者 の は条とはる

指
名号るそは

掲端消 の

さに。の、 分

ら条計

務のにか２会

れ

し明７

及出説西課

ア提
め

にけ求目

イなを丁

び
らた

事なれ

すばら

示れ
い。は

つい合

にな場

項

有

て、

効
項に

１札 線第入 内条な
の限

りた
よし
に）
定。
規る

証政 積用２会

めを
定者

っる西課 金令 もす条計

た財７ を第
納 契務丁

る 金則 の す 約規目 条 付
額第
に こ
とお

準ら 税てか 費い 。条 消

に

てげ数費 ５

相用第 等

に

な入額等 相

いる金税

い札当を
道名

入次資指

ウエアイ

成をがさ

納納札の平格
有行れ

にい

入入参ず

明れ

証そ

加れ年すうる

３
る応

すに
官札調警調

察入
警アイ

に達察達

男付を官を

性すすす

価と
定者
予札
た落

キク
こ詳
の細
入は
札、

す 当

カ

含令で

をま 政

額条 る
エオ

名所約本の

業契契日こ

手及札

でにの語入

者約
あ関

札

るの落

係分
課

者

名め

期場すに北る指た

者該道と競に

るも海こ
入要

に当告。争必

日所
平契要る第札な

必す示

に要 成約なこ

担資と号関件

者はる

年当格。又す

が成名

月等平指
を 日指

）るる男る

用事物性物

冬項品）品

活等用等

動の冬の

服名活仕

の称動様

入及服等

札び
数

入 量

札
説 着

の入
執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

るに日び

るす続び及 在

国約

を事称地お本契

か

貨、

しをて通は

申務い

海話用調

出担北北電使

こす道道番す達

る当海
幌言続

とる警札号る手

。組察

語の 織本市

び止

の部中－及停

名総央

者っ 当 業な 相 事と に 税
額 るは 金 あ者 る でた す

決 札 税札 入 免落 を か、

で速 記 者後 に 業定 書 事

る海さ

す北止

定年停 載

第な

示い

所告て

場道れ

す
定
規。

にと

号こ

９い

る

明
書
に
よ
る
。

通等

及部北貨が － 称務区

有 び会２

り

７る 内 在課西得

所計条
丁。 線 地

目

消 こ かに る るか す あや
の ず等

わ税 。 問費 と を
見課 、

八積税

四

の
品

物

で た者 っ業 も事

の
入

購

税 の免 額か 金る 約あ 契

事



財のる契要そ

格すア

平 務制。約入

成 規限書札

十 の 則の作に

四 第範成参

年 囲の加

九 内要し

北 海

札交交札

第の入落

アイ

定
め説者

と書決 のる明付付の 条
ろ交方 及この場方定 ７

道 公 報

入。入

入む

イウエアイ

札にの
札 札） 札

入開開
保保 札札

証 参

の し分 証金 日場日加

第

話札入

契北北電入

イア

入条道道番執

納約海海
幌察の

す項札警号行札

るを

場場 物示市本

品す中部－所

号

に

札。日査

入と検

こア
にら

加内じ

参国応

に本

条 おれ

し

月 にで否他よ

十 お最う

日

者 準価る てのす い低と

すをに 用格

火

財っ求 るも要

曜

規入れ 務てさ

日

義 則札る

よに 財に付所法法 び

第

。す北北電ア 規る関 務

道番場 第る海海話の 則

事道
項札警号所

条幌察で
交 に市本

す

お中部－付

い央総

る

準北部。 － て区務

付 う５納 時所時金よの
免 中平アイす相の とに

同者す除 央成ににる当

同る、 区

。。、額納 北年じじは
以付 ２

の上方 条月そ
の法 西

見札は 丁の入等 ７日者

及所

保、 目午

に場央総

び

要北部日 － 必所区務

時北会 と２会

海場

る西課道

す条計

地丁幌送 線 生７札郵 内

市に の目

中よ 供

よ

受北合

を区場

給央る

。

す、と

とてこ

ういる

財者

、当

は担

者約

る契
に

第め

則求

規の

務等

有務

効
の限
項に
１札

第入
条な

りた
よし
に）
定。
規る

めを
定者

用２会
線 財７内 る西課

す条計

務丁

規目

則
第

も証政 前積

第
ら
か
条

金令 北
道たを第 海時っ
納 警郵契

本に金の す 察送約条 付
る 部よ額
と 総るに こ

て

部合費い 。 務場消お

必相用

計、等準

会は税

れ西郵

ら条、

け２は
課

。
と目号

こ丁番

る７便
北
海－
道
警

部海
本北
察

よ
警 に

道 準

海 基

北 の

り 条

の の

員 次

職 く

の づ

察 基

予札
た落

い に

会 件

立 要

価と
定者

で
ま
条

オカキク

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

手及札札、

令

を政

）額る

）着当す

エ
含

落者約名

す切係分業契

札でに

る るりの
課 額捨

者あ関

札市
入幌
階札
１道

をて

イウ
こ札落

提開のは入

者又
公額
札 出のたの金

札し

、
に す

下 当

の 該

決 時入

等たけ

こ類まな

書じ

る
札平提ば

入を、れ

の

在続び及の入

に日び執札

地お本契行説
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